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ｵﾌﾟｼｮﾝ FVPA 

１．概要 

 

 ＦＶＰＡボードは、エンコーダの２相信号を速度に比例したアナログ電圧に変換するボードです。 

ＰＭＡシリーズのドライバと組合わせて使用することで、外部電流制限（指令電圧＋１～＋１０Ｖ） 

及びアナログ位置決め等ができます。 

 

（１）ＤＣタコゼネが不要になる。 

 

（２）電流制限が外部よりコントロールできる。 

 

（３）アナログ位置決め回路が付属。 

 

（４）最大入力周波数２００ＫＨｚ。 

 

（５）５Ｖ単一電源（ＰＭＡシリーズと組合わせ時）。 

 

 

２．仕様 

 

項目 仕様 備考 

エンコーダ ２相エンコーダ、オープンコレクタ又はラインドライバ ＳＷにより設定 

入力最大周波数設定 

 

２００ＫＨｚ、１００ＫＨｚ、５０ＫＨｚ、２５ＫＨｚ、 

１２．５ＫＨｚ 

    〃 

 

フルスケール電圧 ±５．０Ｖ 調整可 

エンコーダ逓倍回路 ４逓倍固定  

Ｆ／Ｖ出力電圧偏差 ±３％以下  

Ｆ／Ｖ出力電圧安定度 ±０．１％以下 ２５℃±５℃ 

Ｆ／Ｖ出力電圧直線性 ±１％（ＦＳ）以下  

電源１ ５Ｖ±５％０．３Ａ ｴﾝｺｰﾀﾞ電流含まず 

電源２ ±１２Ｖ０．１Ａ（ＰＭＡシリーズに組込時は必要なし）  

使用温度、湿度 温度：０～＋５０℃、湿度：８５％ＲＨ以下（結露無き事）  

保在温度、湿度 温度：－２０～＋８５℃、湿度：８５％ＲＨ以下（ 〃 ）  
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３．機能説明 

・エンコーダ信号選択 

項目 ＤＳ１－１ ＤＳ１－２ ＣＮ１２（信号入力） 

ラインドライバ方式 

 

ＯＦＦ 

 

ＯＮ 

 

１＝Ａ相 ２＝＊Ａ相 

３＝Ｂ相 ４＝＊Ｂ相 

オープンコレクタ方式 ＯＮ ＯＦＦ ５＝Ａ相 ６＝Ｂ相 

・エンコーダ最大入力周波数設定 

最大入力周波数 ＤＳ１－４ ＤＳ１－５ ＤＳ１－６ ＤＳ１－７ ＤＳ１－８ ＤＳ１－９ ＤＳ1-10 

２００ＫＨｚ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

１００ＫＨｚ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ 

５０ＫＨｚ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ 

２５ＫＨｚ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 

１２．５ＫＨｚ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 

・調整ボリューム 

ボリューム名 機能説明 

ＶＲＦＶＧ Ｆ／Ｖ変換フルスケール調整。工場出荷時±５．０Ｖに調整 

 
４．速度制御接続図例 
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５．コネクタ接続表及び品種表 

 

ＣＮ１２コネクタ接続表 

 ラインドライバ ＴＴＬ（オープンコレクタ） 

ＰＩＮ＃ 信号名 信号名 

１ φＡ  

２ ＊φＡ  

３ φＢ  

４ ＊φＢ  

５  φＡ 

６  φＢ 

７ ＋５Ｖ（エンコーダ用電源出力） 

８ ０Ｖ（ＧＮＤ） 

注：ラインドライバ、オープンコレクタの選択は、ＤＳ１－１、ＤＳ１－２で選定します。 

 

ＴＢ２制御電源用（３Ｐ端子台） 

ＰＩＮ＃ 制御用電源 備考 

１ ＋５Ｖ 制御用電源入力 

２ ０Ｖ ＋５Ｖ０．３Ａ（ユーザ様ご用意） 

３ ＮＣ  

 

ＣＮ５コネクタ接続表（ＰＭＡシリーズへ接続） 

ＰＩＮ＃ 信号名 説明 

１ ＰＯＳＲＥＦ  ＯＵＴ 位置指令出力 

２ ＣＵＲＲＩＭＩＴ  ＯＵＴ 電流制限出力 

３ Ｆ／Ｖ  ＯＵＴ Ｆ／Ｖ出力 

４ －１０Ｖ  ＩＮ －１０Ｖ電源入力ＰＭＡｼﾘｰｽﾞより供給 

 

 
ＣＮ４コネクタ接続表（ＰＭＡシリーズへ接続） 

ＰＩＮ＃ 信号名 説明 

１ ＣＯＭ ０Ｖ 

２ ＋１０Ｖ  ＩＮ ＋１０Ｖ電源入力ＰＭＡシリーズより供給 

３ ＡＬＭ   ＩＮ アラーム入力 

４ ＣＵＲＭＯＮ  ＩＮ 電流モニタ入力 
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ＣＮ６コネクタ接続表 

ＰＩＮ＃ 信号名 説明 

１ 

 

ＣＵＲＬＩＭＩＴ      ＩＮ 

 

電流制限入力 ＋１V～＋１０Ｖ、未使用の時は９番

（＋１０Ｖ）と接続のこと。 

２ ＣＯＭ ０Ｖ 

３ Ｆ／Ｖ          ＯＵＴ Ｆ／Ｖ出力 ±５Ｖフルスケール 

４ ＣＯＭ ０Ｖ 

５ ＣＯＭ ０Ｖ 

６ ＡＬＭ          ＯＵＴ アラーム出力  ０Ｖ側（フォトカプラ出力） 

７ ＊ＡＬＭ         ＯＵＴ アラーム出力 オープンコレクタ出力（ 〃 ） 

８ ＣＵＲＭＯＮ       ＯＵＴ 電流モニタ出力  ４Ｖ／各ドライバ最大電流 

９ ＋１０Ｖ         ＯＵＴ ＋１０Ｖ出力 

１０ －１０Ｖ         ＯＵＴ －１０Ｖ出力 

１１ ＰＯＳＮＦ         ＩＮ 位置フィードバック入力 －／＋１０Ｖ 

１２ ＰＯＳＲＥＦ        ＩＮ 位置指令入力      ＋／－１０Ｖ 

コネクタ品種表 

コネクタＮＯ プラグ型番 ヘッダー ピン メーカー 備考 

ＣＮ６ H8P-SHF-AA B8P-SHF-1AA BHF-001T-0.8BS 日本圧着端子 付属品 

ＣＮ１２ H12P-SHF-AA B12P-SHF-1AA 〃 〃 〃 

 
６．使用時のご注意 

（１）ＣＮ６－１電流制限入力を未使用の時は必ずＣＮ６－９（＋１０Ｖ）に接続して下さい。 

（２）位置決め制御回路を使用される時は、ＤＳ１－３をＯＮにします。詳細はお問い合わせ下さい。 

（３）電流制限入力（CN6-1）は、必ず+1～+10V を入力して下さい。外部制御が必要ない場合は 

   +10V(CN6-9)を接続して下さい。 

（４）電源投入は、+5V 電源を入れてから（又は同時）主電源を投入して下さい。 

（５）エンコーダ最大入力周波数の設定方法 

①モータ定格回転時のエンコーダ出力周波数を２ページ機能説明・エンコーダ最大入力周波数設定 

 表により選択して下さい。周波数が中間の場合は、高い周波数に選択して下さい。 

例 エンコーダ最大入力周波数が７０KHｚの時は、DS1-9 を ON にして下さい。 

②F/V 出力（CN6－３）を計測し、モータが最大回転時に５V になっているか確認して下さい。 

 ボリューム（VRFVG）により調整できます。 

（６）モータ速度のフルスケール調整は、F/V コンバータの調整セット完了後、ドライバ本体側のボリュ 

   ーム（VRV）により調整して下さい。 
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７．外形図及び部品配置図 
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